
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月号 

令和８年 

 春の日差しも心地よく、色とりどりの花が咲き誇り、まさに春爛漫。心も体も軽やかになりますね。さて、

新年度がスタートしました。これからもほくほくプラザがみなさんにとって町の人権発信拠点というだけでな

く、いろいろな年代の方が楽しく交流できる場として利用していただけるよう、職員一同、新たな気持ちで事

業に取り組んでまいりますのでよろしくお願いします。 

月 日(日) 13:30～15:30 
 

場所:大栄農村環境改善センター 

講師 

月 日(土) 13:30～16:00 
 「カムイのうた」 映画 

「自分らしくって何？」 

月 日(金) 13:40～14:55 
 

場所:北条中学校 

メンタルコーチ・ＬＧＢＴ当事者 講師 

月 日(水) 13:55～15:05 
 佐藤 みどりさん 

場所:大栄中学校 

令和８年度 分かりやすいじんけんの話 

月 日(金) 19:00～20:30 
 

(メイン)ほくほくプラザ 

場所:(オンライン)中央公民館 

部落解放同盟中部地区協議会事務局長 講師 

「ネット上における部落差別」 

月 日(金) 19:00～20:30 
 

精神障がい者ピアサポーター 本多 まどかさん 講師 

「精神疾患の疑問あれこれ」～当事者が語る～ 

「被害の連鎖を断つために」～我がこととして考える災害～ 

月 日(金) 19:00～20:30 
 

特定非営利活動法人とっとり災害支援連絡協議会 代表 講師 佐藤 淳子さん 

下吉 真二さん 

(メイン)ほくほくプラザ 

場所:(オンライン)中央公民館 

【１部：講演会】第一歩講座有志の会 代表 日野 清人さん 

【２部：トーク＆コンサート】シンガーソングライター・ラジオパーソナリティ ちひろさん 

・「出会い・気付き・反省」～形にとらわれない人権学習をめざして～ 

・「みんなちがって、みんないい。」～金子みすゞの心とともに～ 

場所:ほくほくプラザ 

(メイン)ほくほくプラザ 

場所:(オンライン)中央公民館 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 水  

2 木  

3 金  

4 土  

5 日  

 6 月  

7 火  

8 水  

9 木  

10 金  

11 土 習字教室／○児 「船上山でピザ作り」 

12 日 絵本の読み聞かせ会 

13 月 午前休館 

14 火  

15 水  

16 木  

17 金 おしゃべりサロン 

18 土  

19 日  

20 月 午前休館 

21 火  

22 水  

23 木  

24 金  

25 土 習字教室／○児 「レジンでキーホルダー作り」 

26 日  

27 月 午前休館 

28 火

t 

         

29 水 昭和の日／休館 

 30 木  
 

※行事の申し込みが終了している場合もあります。 

詳しくは、ほくほくプラザ（３７－４６７６）まで 

 

ご不要になった子ども服やおもちゃ、ベビー用品があればお譲りください。 

開館時間 

9 時～17 時 15 分 

 

瀬戸駐在さんと 

おしゃべりサロン 

4 17
特殊詐欺被害にあわないためには 

どうしたらよいか一緒に学びましょう。 

大人気！子供服リユースコーナーも開催！ 

 

外国人の人権 
 

最近、スポーツの日本代表戦などで、多様なルーツを持つ選手たちが活躍する姿を、当たり前のように

目にするようになりました。これは、オリンピックなどが採用する国籍主義ではなく、３年以上継続して日本

に居住しているなど一定条件をクリアすれば、日本国籍が無くても日本代表としてプレーが可能なことか

らです。 

彼らの躍動は、背景が違えど「同じ目標に向かう仲間」であることを私たちに再認識させてくれます。 

身近な地域でも外国の方と接する機会があると思います。その時、私たちは「一人の人間」として敬意

を持って接しているでしょうか。 

最近は、見た目だけで判断せず、その人の背景にある文化を尊重する「文化的寛容性」の重要性が叫

ばれています。 
 

～令和８年度「人権を学ぶ会」について～ 
令和８年度「人権を学ぶ会」の学習テーマは、外国人の人権に決定しました。 

文化や習慣の違いを「壁」ではなく、社会を豊かにする「多様性」として受け入れ、歩み寄る。 

人との違いを認め、心豊かに暮らせる地域は、外国人だけでなく、私たちにとっても暮らしやすい地域

です。 

「人権を学ぶ会」をとおして、自分も相手も尊重し、誰もが自分らしく生きられる社会をめざしましょう。 

 


